
































































































































































終章では、第 1 章から第 6 章までの内容を、集団内外の多様化にともなうエスニック集
団の変化、エスニック文化の継承という課題に即してとらえなおす。本研究の事例では、
南米帰還移民の流入（多文化接触）や世代交代（集団内部の多様化）などによってオキナ
ワネスが拡張され、地縁・血縁に加えて「沖縄」的慣習や古い言語の保持など「沖縄」を
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担保する要素は拡大していった。「沖縄」の外延が広げられた結果、エスニック集団と他の
エスニック集団および外部社会を分かつ境界は流動化し開放的になった。一方で、かつて
の集団に自然に備わっていた均質性にともなう凝集力の低下に対し、沖縄の歴史や文化に
何らかのつながりを示すことで沖縄らしさを証明する集団の求心点としての「恒常性」が
再帰的に構成された。この現象は非「沖縄」集団となり得るエスニック集団を「沖縄」と
して取り込み、同時に日本社会に受容されつつ「沖縄」集団としての差異を維持するため
の方法であった。つまり鶴見の沖縄コミュニティは、オキナワネスを担保する対象を拡大
的に再解釈することで、文化的境界を維持しながらも、多様なメンバーをエスニック集団
に組み込み、集団内外の多様化を一つの集団のもとに接合させてきたのだ。これは同時に、
恒常的ではあるが日本社会において消費可能な「沖縄」イメージを産出していくことでも
あった。自分たちの文化を商品としての消費文化に変えていく過程でもあった。こうした
文化のブンカ化は、集団がマジョリティの文化に同化することなく自分たちの文化を継続
していくためのエスニック集団の戦略であり、外部社会の変化に対応した消極的選択であ
った。その結果、自分たちのイメージが改善され集団としての地位が向上と文化の継承が
可能となったのだ。 
文化の多元性・多様性が保証され、文化の開放がより促進されるための装置として、恒
常性が求められる。同時に、安定した集団アイデンティティが保証され、恒常性がより促
進されるための装置として、開放性・多元性・多様性が求められる。本研究では、このよ
うに多文化化が進展することで、個々の文化集団の恒常性を具現する装置として、エスニ
シティが編成され再強化されるという、エスニシティの開放性と恒常性の相乗的な関係が
確認された。 
 
